
0歳児　全体的な計画

・一人一人の生活リズムを安定させ、生理的欲求を満たして生命の保
持と情緒の安定を図る。
・愛情豊かな保育者の受容により、信頼関係の基礎を培う。

生命の保持

・保健的で安全な環境の中で、それぞれの身体発達や健康状態、生活リズム
を的確に把握しながら、一人ひとりの生理的欲求を十分に満たし、生命の保
持と生活の安定を図っていく。
・常に身体の状態を細かく観察し、疾病や異常の発見に努め快適に生活でき
るようにする。

情緒の安定
・保育者の愛情豊かな受容により、甘えなどの依存的欲求を満たし、情緒の
安定を図っていく。

健やかに
伸び伸びと育つ

・保育士等の愛情豊かな受容の下で、生理的・心理的欲求を満たし心地良く
生活する。
・一人一人の発育に応じて、はう、立つ、歩くなど十分に体を動かす。
・一人一人の生活リズムに応じて、安全、安心な環境の下で十分に眠る。
・おむつ交換や衣服の着脱などを通じて、清潔になることの心地よさを感じ
る。

身近な人と気持
ちが通じ合う

・子どもからの働きかけを踏まえた、応答的な触れ合いや言葉がけによっ
て、欲求が満たされ、安定感を持って過ごす。
・体の動きや表現、発声、喃語等を優しく受け止めてもらい、保育士等との
やりとりを楽しむ。
・生活や遊びの中で、自分の身近な人の存在に気付き、親しみの気持ちを表
す。
・保育士等による語りかけやわらべ歌、発声や喃語等への応答を通じて、言
葉の理解や発語の意欲が育つ。
・温かく、受容的な関わりを通じて、自分を肯定する気持ちが芽生える。

身近なものと関
わり感性が育つ

・身近な生活用具、玩具や絵本などが用意された中で、身の回りの物に対す
る興味や好奇心をもつ。
・生活や遊びの中で様々なものに触れ、音、形、色、手触りなどに気付き、
感覚の働きを豊かにする。
・保育士等と一緒に様々な色彩や形の物や絵本などを見る。
・玩具や身の回りの物を、つまむ、つかむ、たたく、引っぱるなど手や指を
使って遊ぶ。
・保育士等のあやし遊びに機嫌よく応じたり、歌やリズムに合わせて手足や
体を動かして楽しんだりする。

・一人一人の子どもの状態に応じ離乳を進めていく。
・色々な食べ物に接し味覚の幅を広げていく。
・お腹のすくリズムを感じる。
・自分で食べる喜びを知る・

・委託医による健康診断(年２回）　・委託医による歯科検診(年１回）
・身体測定(毎月）　・感染症や予防接種の情報提供
・看護師による健康発育状況管理

・施設内外の清掃及び消毒
・保育者、調理検便検査(月１回）

・避難訓練（月１回）　・施設、設備の安全点検　・睡眠チェック
・緊急時一斉メール送信（テストメール実施）

・連絡帳による情報交換　・園だよりの発行　・ブログによる情報提供
・実習生、職場体験、ボランティアの受け入れ　・見学、問い合わせへの対
応

保護者・地域等への支援
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